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北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258
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● 1 月 25 日

● 1 月 26 日

● 2 月 15 日

● 2 月 16 日

● 2 月 27 日

医療安全管理責任者会議

医療安全管理担当者研修

健康管理部門責任者会議

看護専門学校運営会議
　看護専門学校７校の副学校長と教務主任を対象に、平成 29
年度の経営状況と看護専門学校の今後の運営について説明する
とともに、学生確保や JCHO 病院への就職率向上に向けた取り
組みを情報共有し、活発な意見が交わされました。

特定行為研修実施責任者会議
　特定行為研修実務責任者会議を開催し、研修を通した医療の
質向上や、指導体制の質の確保として効果的な実習方法等を説
明し、参加 50 施設の医師から多くの質問があり、関心の高さ
が伺える会議となりました。

国立がん研究センター中央病院と
包括連携協定を締結
　平成 30 年 2 月 26 日、JCHO本部にて国立がん研究センター
中央病院と連携協定の調印式を執り行いました。本協定は、
両機関が連携協力して医療・教育・研修活動の一層の充実と
質の向上を図り、もって学術の発展と有為な人材の育成並び
に国民の健康に寄与することを目的としております。JCHO
内全 57 施設が連携の対象となっております。

群馬中央病院より
「あんしんぐんま」はじめました
　「あんしんぐんま」とは、当院ロビーに設置する、医療・介護・介護予防・
福祉などに関する総合相談窓口です。地元企業を中心としたコンソーシアムが
運営し、相談内容によって、院内外の適切なサービスをご案内しています。また、
将来は地域包括ケア展開に必要な保険外サービスの開発も行います。

病院長　内藤 浩

左から　尾身理事長　西田病院長

NEWS
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　昨年度、職員の皆さん達が、病院のため、地域のために一所懸命に努力していただいたことに、

心よりお礼を申し上げます。有難うございました。

　皆さんの日々の努力のお陰で、地域包括ケアを推進する体制が整備され、経営面では４年連

続で安定した黒字を見込んでいるなど、JCHO全体の運営の基礎固めが出来ました。

　皆さんを心より誇りに思います。

　さて、５年目を迎え、中期目標期間も最後の１年となりました。JCHOへの期待が更に高

まっております。今年度から昨年度までの評価を踏まえ厚生労働省より第２期中期目標が示さ

れ、JCHOとして第２期中期計画を策定する節目の年にもなります。JCHOのスケールメリット

を活かした ITクラウド化、JCHO版病院総合医の育成、特定行為研修など新機軸に取り組み、

JCHOブランドの向上を目指していきましょう。皆さんにおかれましては、地域の課題、ニーズ

をしっかりと受け止め、皆で知恵を絞り、力を結集してそうした課題、ニーズに果敢に取り組

む姿勢が求められています。このため４年間の経験から明らかになってきたJCHO全体のコミュ

ニケーション、意思決定、そして情報伝達のあり方等について具体的なルールを作成しました。

　節目になる今年一年、JCHO丸の新たな航路に向け、さらなる飛躍をして行きましょう！

新年度のごあいさつ

◆ JCHO のシンボルマークについて
　大小の２つの青い円と、白の曲線で表されたこのシンボルマークは、
JCHO発足時に公募のうえ選ばれました。「Ｊ」「Ｃ」「Ｈ」「Ｏ」の文字の形
をモチーフにしており、地域医療・地域包括ケア連携の要として、超高齢
化社会における地域住民の多様なニーズに応え、人々の生活を支える「躍
動感」「ひろがり」をデザインしています。

◆ m3 で JCHO 医のコラム、スタート

　４月から医療情報サイト「m3.com」に JCHO医師たちが執筆する連載コラム「卒後 10～ 15
年目の医師たち～ JCHO編～」が始まります。多様な臨床現場を持つ JCHOグループで働くさ
まざまな医師の姿をテーマごとに紹介していきます。コラムを通じて JCHOグループを身近に
感じて、“JCHOで働く”選択肢の機会になればと考えております。掲載が更新されるのは原則
毎週金曜日です。初回のテーマは「病院総合医」。以下「地域包括ケア」「急性期のスペシャリスト」
…と続き、テーマごとに尾身理事長と３～５人が登場します。

理事長
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Topics
トピックス

JCHOにいるチームドクター

　

現
在
、
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
る
チ
ー
ム
は
Ｊ
・
リ
ー

グ
：
京
都
サ
ン
ガ
１
９
９
２
〜
、
な

で
し
こ
リ
ー
グ
：
伊
賀
Ｆ
Ｃ
く
ノ

一
１
９
９
３
〜
、
Ｂ
・
リ
ー
グ
：
京

都
ハ
ン
ナ
リ
ー
ズ
２
０
０
５
〜
で
あ

り
ま
す
。
い
ず
れ
も
チ
ー
ム
発
足

以
前
あ
る
い
は
発
足
時
に
チ
ー
ム
ス

タ
ッ
フ
か
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
部
門
の
構

築
の
た
め
の
責
任
者
と
し
て
チ
ー
ム

ド
ク
タ
ー
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た
も

の
で
し
た
。
ま
た
、
女
子
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
チ
ー
ム
で
は
１
９
８
９
年

か
ら
２
０
１
６
年
ま
で
チ
ー
フ
ド
ク

タ
ー
を
続
け
Ｗ
杯
で
は
２
０
１
１
年

に
優
勝
（
ド
イ
ツ
）、
２
０
１
５
年

に
準
優
勝
（
カ
ナ
ダ
）、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
２
０
１
４
年
ロ
ン
ド
ン
で
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
チ
ー
ム
で
は
い
つ
も
選

手
と
接
し
て
ケ
ア
を
し
て
い
る
専
属

の
ト
レ
ー
ナ
ー
さ
ん
達
と
の
連
携
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
手
術
が
必

要
な
大
き
な
怪
我
で
は
、
高
い
レ
ベ

ル
の
競
技
へ
の
復
帰
に
は
病
院
で
の

治
療
方
針
の
継
続
の
た
め
に
理
学
療

法
士
と
チ
ー
ム
の
ト
レ
ー
ナ
ー
と
の

信
頼
関
係
、
連
携
が
欠
か
せ
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
チ
ー
ム
は
育
成
年
代
（
中
学

か
ら
高
校
生
）
の
チ
ー
ム
や
普
及
部

と
し
て
小
学
生
や
一
般
社
会
人
な
ど

の
下
部
組
織
を
充
実
さ
せ
府
内
の
小

学
校
か
ら
大
学
ま
で
の
幅
広
い
繋
が

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
チ
ー

ム
と
医
療
面
で
の
連
携
が
構
築
さ
れ

れ
ば
、
下
部
組
織
に
限
ら
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
で
医
療
部
門
を
担
当
し

て
い
る
ト
レ
ー
ナ
ー
や
指
導
者
と
の

連
携
は
円
滑
に
な
り
ま
す
。

　

単
独
チ
ー
ム
以
外
に
も
京
都
府
体

育
協
会
・
教
育
委
員
会
が
管
轄
し
て

い
る
国
民
体
育
大
会
お
よ
び
京
都
府

陸
上
協
会
の
医
学
委
員
会
と
の
連
携

を
密
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
関

係
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
だ
け
で
は

成
り
立
た
な
い
も
の
で
20
年
以
上
に

わ
た
る
医
療
レ
ベ
ル
に
対
す
る
信
頼

が
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ

ん
か
ら
選
ん
で
も
ら
え
る
質
の
高
い

治
療
を
医
師
に
加
え
理
学
療
法
士
が

提
供
で
き
る
継
続
性
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
　
整
形
外
科
部
長
、
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
セ
ン
タ
ー
長
　
原 

邦
夫

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
活
動
と
医
療
業
務
の
連
携

　今年、冬季オリンピックが開催され、日本は過去最多の 13個のメダルを獲得
しました。
　日本中が感動に包まれたのではないでしょうか。そして２年後には、東京オリ
ンピックが開催されます。
　JCHOの病院でも、スポーツドクターとして地域と深い関係を築いている医師
がいます。今号では、誰もが知っている身近なスポーツの１つ・サッカーから、チー
ムドクターの役割について、実際に活躍している先生方にご紹介いただきます。

ドイツＷ杯金メダル、トレーナーとともに

ロンドンオリンピック
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ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
は
、
発
足
当

時
、
選
手
が
草
津
温
泉
で
働
き
な

が
ら
Ｊ
リ
ー
グ
入
り
を
目
指
し
活

動
し
て
い
た
こ
と
が
話
題
に
な
り
注

目
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
に
Ｊ

２
昇
格
し
ま
し
た
が
、
当
時
の
上

司
が
チ
ー
ム
の
チ
ー
フ
ド
ク
タ
ー
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
声
を
か
け
て
頂
き
、

２
０
０
６
年
よ
り
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

の
一
人
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
と
し
て
の
私
の

仕
事
は
公
式
戦
で
の
帯
同
が
主
で
、

試
合
当
日
選
手
と
と
も
に
ロ
ッ
カ
ー

入
り
し
ま
す
。
試
合
前
の
準
備
運
動
、

ピ
ッ
チ
内
ア
ッ
プ
に
参
加
し
、
試
合

開
始
後
は
ベ
ン
チ
に
入
り
、
選
手
が

怪
我
し
た
と
き
は
ピ
ッ
チ
に
入
り
怪

我
の
程
度
を
確
認
し
、
場
合
に
よ
っ

て
は
プ
レ
ー
続
行
可
能
か
判
断
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
脳
震
盪

に
対
す
る
的
確
な
判
断
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
帯
同
日
は
、
チ
ー

ム
の
勝
利
よ
り
も
大
き
な
怪
我
が
な

い
よ
う
祈
り
な
が
ら
ベ
ン
チ
に
入
っ

て
い
ま
す
。
日
々
の
診
療
で
は
、
来

院
し
た
怪
我
人
を
診
察
室
で
時
間
を

　

私
は
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ
れ
る
チ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
夢
で
整

形
外
科
を
選
び
ま
し
た
。
サ
ガ
ン
鳥

栖
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に

な
っ
た
の
は
研
修
医
２
年
目
で
す
。

当
時
は
、
会
場
ド
ク
タ
ー
の
補
佐

と
い
う
形
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
で
現
場
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
会
場

ド
ク
タ
ー
は
観
戦
に
こ
ら
れ
た
お
客

様
の
怪
我
や
病
気
に
対
応
す
る
仕
事

で
、
直
接
選
手
と
関
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ベ
ン
チ
裏
か
ら
試
合
や
選

手
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
研
修
医
の
私
に
と
っ
て
か
け

が
え
の
な
い
経
験
で
あ
り
、
た
だ
そ

こ
に
い
る
だ
け
で
も
価
値
あ
る
時
間

で
し
た
。

　

研
修
医
を
終
え
、
整
形
外
科
医

と
し
て
仕
事
を
始
め
る
と
同
時
に
、

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
一
員
と
し
て
、

少
し
ず
つ
試
合
に
帯
同
さ
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
若
干
３
年
目
の
医
師
が
プ
ロ
の

試
合
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
い
た
こ
と

は
、
今
思
う
と
、
考
え
ら
れ
な
い
こ

か
け
て
診
察
で
き
ま
す
が
、
試
合
中

は
怪
我
し
た
選
手
を
そ
の
場
で
診
察

し
、
速
や
か
に
正
し
い
判
断
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
つ
も
と
は
異
な

る
緊
張
感
が
あ
り
ま
す
。
試
合
終
了

後
は
、
選
手
の
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

ド
ー
ピ
ン
グ
調
査
が
あ
れ
ば
対
応

し
、
そ
れ
が
終
了
す
れ
ば
役
目
が
終

わ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
選

手
に
近
い
距
離
で
仕
事
を
す
る
経
験

は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
診
療
に
大
い

に
役
立
っ
て
お
り
、
留
守
中
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
同
僚
の
協
力
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
残
念
な
が
ら
チ
ー
ム
の
成

績
が
低
迷
し
Ｊ
３
に
降
格
し
、
選
手

と
一
緒
に
ス
タ
ン
ド
か
ら
罵
声
を
浴

び
せ
ら
れ
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し

た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
も
チ
ー
ム
を
思
う

が
故
の
行
動
で
あ
り
、
選
手
も
そ
れ

を
受
け
止
め
常
に
全
力
で
プ
レ
ー
し

て
い
ま
す
。
新
体
制
と
な
り
Ｊ
２
再

昇
格
を
目
指
し
た
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

り
ま
す
が
、
私
も
チ
ー
ム
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

と
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

当
時
は
チ
ー

ム
ド
ク
タ
ー
の
仕
事
を
や
り
た
い
一

心
で
、
甘
く
考
え
て
い
た
部
分
も
あ

り
、
大
学
医
局
の
先
輩
医
師
の
中
に

は
、
医
局
派
遣
で
も
な
い
の
に
プ
ロ

チ
ー
ム
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
苦

言
を
呈
す
方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

夢
が
叶
い
18
年
経
過
し
た
現
在
、

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
仕
事
は
す
ご
く

大
き
い
も
の
で
、
片
手
間
に
や
れ
る

仕
事
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
実
際
、
日
々
の
診
療
の
合

間
を
ぬ
っ
て
、
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の

仕
事
を
掛
け
持
ち
す
る
こ
と
は
、
ど

ち
ら
の
仕
事
も
中
途
半
端
に
な
り
が

ち
で
す
。
た
だ
、
華
や
か
に
見
え
る

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
の
世
界
に
足
を
踏
み

入
れ
た
若
手
の
頃
と
は
立
場
も
考
え

方
も
大
き
く
変
わ
り
、
こ
れ
か
ら
は

次
世
代
を
育
て
つ
つ
、
上
手
く
受
け

継
い
で
い
く
こ
と
も
考
え
な
が
ら
、

サ
ガ
ン
鳥
栖
と
同
様
に
地
域
に
根
ざ

し
た
診
療
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

群
馬
中
央
病
院
　
整
形
外
科
医
長
　
畑
山 

和
久

ザ
ス
パ
ク
サ
ツ
群
馬
の
Ｊ
２
再
昇
格
を
願
っ
て

佐
賀
中
部
病
院
　
整
形
外
科
　
非
常
勤
医
師
　
田
中 

博
史

チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
の
仕
事
の
重
み

（筆者後段中央）
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第
２
期
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
ク
ラ
ウ
ド

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ー
ト

内
野
▼
第
２
期
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
統
一
版
電

子
カ
ル
テ
の
共
同
開
発
を
行
い
、（
Ｊ

Ｃ
Ｈ
Ｏ
モ
デ
ル
）
３
月
末
に
パ
イ
ロ
ッ

ト
病
院
（
モ
デ
ル
病
院
）
で
導
入
作
業

を
開
始
し
ま
す
。

　
　

統
一
モ
デ
ル
の
導
入
は
、
基
本
的
に

２
０
０
床
未
満
の
22
病
院
を
対
象
と
し

て
展
開
を
始
め
、
病
院
の
医
療
機
能
な

ど
を
見
な
が
ら
３
５
０
床
程
度
の
と
こ

ろ
ま
で
展
開
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

具
体
的
な
進
め
方
で
す
が
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
病
院
に
お
い
て
、
他
の
病
院
に

も
展
開
で
き
る
基
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

共
同
開
発
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
パ
イ

ロ
ッ
ト
病
院
は
宮
崎
江
南
病
院
、
白
尾

院
長
先
生
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

白
尾
先
生
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
統
一
モ
デ

ル
を
作
成
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
将
来

構
想
と
か
、
意
気
込
み
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

白
尾
▼
宮
崎
江
南
病
院
の
白
尾
で
す
。
パ

イ
ロ
ッ
ト
病
院
に
指
定
さ
れ
、
本
当
に

光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
当
院
は
、
ま

だ
紙
カ
ル
テ
で
運
用
し
て
い
ま
す
。
そ

の
関
係
上
、
職
員
、
特
に
新
し
く
入
っ

て
く
る
先
生
か
ら
の
電
子
カ
ル
テ
の
希

望
が
非
常
に
大
き
く
、「
い
つ
入
る
ん
で

す
か
」
と
か
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
職
員
が
ク
ラ
ウ
ド
の
利
点
を

非
常
に
理
解
し
て
い
ま
す
。
今
、
電
子

カ
ル
テ
の
導
入
で
は
、
最
下
位
な
ん
で

す
が
、
ど
う
せ
な
ら
ク
ラ
ウ
ド
を
導
入

し
て
ト
ッ
プ
に
行
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
い
ま
す
。
当
院
は
、
急
性
期
一
般

入
院
基
本
料
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
と
、

回
復
期
リ
ハ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
老
健

施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
が
使
え
る
、
次

世
代
の
地
域
包
括
ケ
ア
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
基
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
、
職
員
皆

で
来
年
度
ま
で
に
作
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
は
一
つ
の
病
院
で
は
な
か
な
か

で
き
な
い
こ
と
で
、
皆
さ
ま
が
た
の
病

院
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
新
し
い
電

子
カ
ル
テ
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

内
野
▼
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
統
一
モ
デ
ル
を
作
る

に
当
た
り
、
不
安
な
点
や
ご
意
見
は
あ

り
ま
す
か
。

六
角
▼
ま
ず
私
た
ち
の
病
院
は
、
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
み
で
、
電
子
カ
ル

テ
は
導
入
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
オ
ー

ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
も
古
い
の
で
、
更

新
の
時
期
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ

ウ
ド
型
の
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
で
き
れ

ば
、す
ご
く
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
嶋
▼
当
院
の
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

も
更
新
時
期
が
来
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム

が
古
く
て
、
端
末
が
故
障
し
て
も
補
充

で
き
な
い
状
況
で
す
。
当
院
も
パ
イ

ロ
ッ
ト
病
院
に
手
を
挙
げ
た
の
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
選
定
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
来
年
以
降
ま
で
待
て
な
い
状
況

な
の
で
、
独
自
で
電
子
カ
ル
テ
の
導
入

を
進
め
て
い
ま
す
。

来
見
▼
当
院
も
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
更
新
期
限
を
既
に
越
え
て
い
ま
す
。

導
入
は
、
す
ぐ
に
で
も
取
り
掛
か
ら
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
昨
年
４
月
か
ら
院
内

の
準
備
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
今
年
の

２
月
に
仕
様
書
の
策
定
が
で
き
ま
し
た

の
で
、
速
や
か
に
、
申
請
で
き
る
よ
う

進
め
て
い
ま
す
。

　
　

必
須
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー
、訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

介
護
老
人
保
健
施
設
と
の
デ
ー
タ
の
連

携
が
で
き
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

内
野
▼
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
の
中
で
30
病
院
ほ

ど
が
、
健
康
診
断
の
受
診
者
番
号
と
、

病
院
の
カ
ル
テ
番
号
が
、
別
個
で
動
い

て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
へ
更
新
の
際

に
番
号
を
統
一
し
な
い
と
、
デ
ー
タ
の

互
換
性
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　
　

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ

移
行
に
関
し
て
は
、
統
一
モ
デ
ル
作
成

に
当
た
り
、
保
存
期
間
を
区
切
っ
た
形

　JCHOは発足時から IT クラウドの推進を掲げ、今回、統一モデル

の導入にチャレンジいたします。今後の JCHOを形作る青写真につ

いて語っていただきました。

宮崎江南病院
院長

白尾 一定

病院長に聞く❿連　続　企　画 【Web 会議】

JCHOにおける
先進技術の利活用を聞く
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で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す

の
は
、
カ
ル
テ
は
医
師
法
で
、
５
年
保

存
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十

数
年
分
の
デ
ー
タ
が
た
ま
る
と
、
動
き

が
非
常
に
悪
く
な
り
ま
す
の
で
、
デ
ー

タ
を
廃
棄
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
程

度
の
と
こ
ろ
で
デ
ー
タ
を
閲
覧
用
サ
ー

バ
ー
に
移
し
て
い
た
だ
き
、
院
内
で
必

要
な
と
き
に
参
照
で
き
る
形
を
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

そ
れ
か
ら
、
画
像
が
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
で
蓄
積
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
ま
し
た
。
画
像
サ
ー
バ
ー
も
非
常
に

金
額
が
高
価
な
も
の
で
す
。
保
存
容
量

が
足
り
な
く
な
っ
た
場
合
、
新
た
な
投

資
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
を
有
効
に
ご
活
用
い
た
だ

け
れ
ば
、
非
常
に
安
い
金
額
で
画
像
を

保
存
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
　

も
し
、
院
内
の
サ
ー
バ
ー
に
比
較
的

余
裕
が
あ
れ
ば
、
逆
に
古
い
も
の
を
院

内
に
、
新
し
い
も
の
を
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
に
送
る
方
が
い
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
予
約
制
を
採
っ
て
い
れ
ば
、
患

者
の
画
像
は
事
前
に
院
内
へ
移
し
て
お

け
ま
す
か
ら
、
従
来
型
と
同
じ
速
さ
で

閲
覧
が
で
き
ま
す
。
相
模
野
病
院
で
の

実
証
実
験
で
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
か

ら
Ｃ
Ｔ
１
０
０
０
枚
を
大
体
１
分
く
ら

い
で
移
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実
用

に
耐
え
得
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

先
進
技
術
の
導
入
に
向
け
て

六
角
▼
小
さ
い
病
院
な
の
で
、
そ
ん
な
に

先
進
的
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
福
島
県
で
も
説
明
会
な
ど
が

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
、
職
員
に
勉

強
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
　

あ
と
は
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
た
見
守
り

で
す
ね
。
ベ
ッ
ド
か
ら
転
落
し
て
怪
我

を
す
る
方
は
結
構
い
ま
す
。
単
に
画
像

を
見
る
だ
け
で
な
く
て
、
そ
の
画
像
を

解
析
し
て
、
次
に
ど
う
い
う
行
動
に
出

る
か
予
測
し
て
。
警
報
シ
ス
テ
ム
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
導
入
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
嶋
▼
Ｉ
Ｔ
技
術
に
関
し
て
は
、
モ
バ
イ
ル

で
あ
る
こ
と
、
遠
隔
操
作
で
き
る
こ
と

が
利
点
で
す
。
既
に
行
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
病
棟
回
診
で
患
者
の
情

報
を
電
子
カ
ル
テ
で
見
る
こ
と
が
出
来

る
、
つ
ま
り
、
回
診
中
に
電
子
カ
ル
テ

を
利
用
で
き
る
と
非
常
に
有
用
だ
と
思

い
ま
す
。
当
院
は
電
子
カ
ル
テ
が
な
く
、

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
だ
け
で
す
の
で
、
デ
ー
タ

を
入
力
し
た
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
て
い
ま
す
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
電

子
カ
ル
テ
の
情
報
を
無
線
で
飛
ば
し
て

患
者
の
デ
ー
タ
を
共
有
で
き
れ
ば
、
ス

ム
ー
ズ
な
回
診
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

白
尾
▼
今
の
遠
隔
診
療
は
、
非
常
に
興
味

が
あ
っ
て
、一
つ
は
訪
問
看
護
で
す
ね
。

訪
問
看
護
の
と
き
の
状
態
を
遠
隔
で
見

て
、医
師
が
診
療
で
き
な
い
の
か
な
と
。

　
　

あ
と
は
、
画
像
診
断
医
が
少
な
い
の

で
、
画
像
診
断
や
、
術
中
迅
速
診
断
を

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
で
働
い
て
い
る
先
生
が
診
て

診
断
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
と
、

非
常
に
皆
さ
ん
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

来
見
▼
術
中
迅
速
診
断
は
滋
賀
県
が
推
奨

し
て
い
る
全
県
型
遠
隔
病
理
診
断
Ｉ
Ｃ

Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
と
い
う
の
が
あ

り
、
当
院
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

内
野
▼
本
部
で
も
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
し
て
ど
う
活
用
で
き
る
か
の

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
の
活
用

に
関
し
て
は
、
具
体
的
な
と
こ
ろ
ま
で
決

ま
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
遠
隔
診
療
に
関

し
て
は
画
像
の
読
影
の
検
討
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
57
病
院
で
も
、
放

射
線
診
断
の
専
門
医
を
常
勤
で
雇
用
し

て
い
る
病
院
は
少
な
い
た
め
、
民
間
の
業

者
や
近
隣
の
大
学
に
委
託
を
し
て
い
る

所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
何
と
か
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
内
で
画
像
の
集
中
読
影
み
た
い
な
も
の

が
で
き
れ
ば
と
思
い
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
　

そ
れ
か
ら
、
訪
問
看
護
に
関
し
て
で
す

が
、
従
来
は
、
訪
問
看
護
の
現
場
で
入
力

し
た
診
療
内
容
を
、
病
院
に
戻
っ
て
ま
た

打
ち
込
み
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
現
在
本
部
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
た
訪
問
看
護
を
お
薦
め
し
て
い

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
パ
ソ
コ
ン
に
直
接
デ
ー

タ
が
届
き
ま
す
の
で
、
打
ち
直
す
必
要
が

な
い
と
こ
ろ
ま
で
は
来
ま
し
た
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
は
画
像
・
動
画
も
撮
れ
ま
す
か

ら
、
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か

が
検
討
の
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

大
学
と
の
協
同
研
究

高
嶋
▼
当
院
は
、
大
阪
大
学
の
心
臓
血
管

外
科
の
宮
川
繁
教
授
が
研
究
代
表
者
と

し
て
計
画
さ
れ
た
、『
慢
性
心
不
全
患
者

を
対
象
と
し
た
革
新
的
Ｉ
Ｃ
Ｔ
遠
隔
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
心
不
全
増
悪

の
早
期
検
出
に
関
す
る
研
究
』
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
研
究
に
協
力
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
研
究
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
責
任
者
で
あ
る
大
阪
大
学
国
際

医
工
情
報
セ
ン
タ
ー
の
麻
野
井
英
次
特

任
教
授
か
ら
依
頼
を
受
け
、
当
院
の
循

環
器
内
科
の
和
田
医
師
が
研
究
協
力
者

と
し
て
参
加
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

簡
単
に
説
明
し
ま
す
と
、
在
宅
で
療

養
中
の
心
不
全
患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
上

二本松病院
院長

六角 裕一

高岡ふしき病院
院長

高嶋 修太郎
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に
セ
ン
サ
ー
を
設
置
し
、
臥
床
し
て
い

る
患
者
さ
ん
の
呼
吸
や
心
電
図
を
常
時

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
、
遠
く
離
れ
た
病

院
で
デ
ー
タ
を
解
析
し
、
心
不
全
の
兆

候
を
早
期
に
診
断
し
て
、
入
院
治
療
に

結
び
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
究

で
す
。
先
日
、
倫
理
委
員
会
で
承
認
さ

れ
、
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

来
見
▼
当
院
の
近
く
あ
る
立
命
館
大
学
に

は
情
報
理
工
学
部
や
理
工
学
部
が
あ

り
、
私
が
客
員
教
授
を
務
め
て
い
た
頃

か
ら
共
同
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
最
近

で
す
と
、『「
ど
こ
で
も
高
度
医
療
」
実

現
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
拠
点
形
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

例
え
ば
、リ
ハ
ビ
リ
の
可
視
化
で
す
。

拘
縮
し
て
い
る
腕
を
ど
う
い
う
ふ
う
に

治
し
て
い
く
か
を
、
評
価
方
法
の
考
案

と
、
補
助
器
具
の
作
成
の
両
面
か
ら
研

究
し
て
い
ま
す
。

　
　

他
に
は
、
手
術
な
ど
、
医
療
技
術
の

教
育
を
行
う
際
に
、
力
の
強
さ
す
な
わ

ち
、
触
覚
を
転
送
す
る
技
術
の
研
究
を

し
て
い
ま
す
。

内
野
▼
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
本
部
で
取
り
掛
か
ろ
う

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
両
病
院
が
大

学
と
共
同
研
究
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、

一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

ね
。
お
互
い
に
可
能
な
範
囲
で
情
報
共

有
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
よ
い
も
の
を
作

れ
る
と
思
い
ま
す
。

ず
っ
と
自
宅
に
い
ら
れ
る
た
め
に

内
野
▼
ず
っ
と
自
宅
に
い
ら
れ
る
よ
う
目

指
し
て
い
く
た
め
に
、
人
工
知
能
を
使

い
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
実
現
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

白
尾
▼
少
し
人
工
知
能
と
は
別
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
診
療
報
酬
改
定
で
非
常
に

病
棟
の
運
用
が
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す

ね
。
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
対
し
て

も
Ａ
Ｉ
が
判
断
、
予
知
し
て
も
ら
う
と

良
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

当
院
で
は
、
一
人
の
患
者
さ
ん
に
一
つ

の
健
康
栄
養
手
帳
と
い
う
の
を
活
用
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
食
事
が

足
ら
な
い
、
体
重
が
減
っ
た
、
こ
れ
は
も

う
お
か
し
い
か
ら
早
く
受
診
し
な
さ
い

な
ど
、
Ａ
Ｉ
が
ア
ラ
ー
ト
し
て
く
れ
る
と

非
常
に
助
か
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

内
野
▼
現
在
の
退
院
の
判
断
は
、
私
た
ち

が
『
こ
れ
く
ら
い
良
く
な
っ
た
か
ら
大

丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
よ
』
と
経
験
か
ら

判
断
し
て
い
ま
す
が
、患
者
さ
ん
に
と
っ

て
は
、
数
値
な
ど
可
視
化
で
き
き
る
方

が
目
標
を
作
り
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。

白
尾
▼
『
時
々
入
院
、
時
々
在
宅
』
と
い

う
言
い
方
を
し
ま
す
け
ど
、
病
気
を
す

る
と
入
院
し
て
、
ま
た
退
院
す
る
形
で

医
療
機
関
を
利
用
す
る
方
が
多
い
と
思

う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
と
き
に
目

標
を
持
っ
て
在
宅
生
活
す
る
の
と
、
何

も
目
標
な
し
で
生
活
す
る
の
と
は
、
や

は
り
健
康
的
に
生
き
る
時
間
と
い
う
の

は
違
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

内
野
▼
健
康
診
断
の
受
け
付
け
業
務
や
、

診
療
の
受
け
付
け
業
務
に
Ａ
Ｉ
を
使
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
職
員
の
配
置
が
不
要

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
病
院

で
受
診
す
る
際
、
何
科
で
受
診
を
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
方
が
結
構
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
ね
。
現
在
は
、
外
来

の
看
護
師
等
が
案
内
し
て
い
る
病
院
が

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
Ａ
Ｉ
で
や
る
こ

と
は
可
能
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

高
嶋
▼
受
付
に
関
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
の
導
入

は
十
分
考
え
ら
れ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
受
け
付
け
の
パ
タ
ー
ン
化
が
出
来

れ
ば
、
Ａ
Ｉ
が
自
動
的
に
案
内
し
て
く

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

例
え
ば
、
診
療
科
の
選
択
に
際
し
、

患
者
さ
ん
が
具
体
的
な
症
状
を
入
力
す

れ
ば
、
Ａ
Ｉ
が
情
報
を
的
確
に
判
断
し

て
、
受
診
す
べ
き
診
療
科
を
選
択
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
、

Ａ
Ｉ
の
技
術
は
非
常
に
進
歩
し
、
囲
碁

や
将
棋
の
世
界
で
は
既
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
に
Ａ
Ｉ
が
勝
つ
時
代
で
す
。
受

付
業
務
ぐ
ら
い
の
医
療
レ
ベ
ル
で
あ
れ

ば
、
Ａ
Ｉ
の
導
入
は
可
能
と
考
え
ま
す
。

Ａ
Ｉ
の
学
習

内
野
▼
Ａ
Ｉ
と
い
う
の
は
学
習
さ
せ
る
た
め

に
、
デ
ー
タ
を
読
み
込
ん
で
も
ら
わ
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

が
難
し
く
な
る
も
し
れ
な
い
と
懸
念
し
て

い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
な
お
考
え
で
す
か
。

来
見
▼
こ
れ
は
私
の
考
え
と
い
う
よ
り
も
、

研
究
の
体
制
と
し
て
、
一
定
の
審
査
を

受
け
た
機
関
が
、
匿
名
化
し
た
個
人
情

報
を
扱
え
る
よ
う
に
す
る
動
き
が
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な

ど
情
報
に
関
連
す
る
図
を
示
し
ま
す
。

　
　

こ
の
“H

um
an 

（M
edical Staff

）”

のH
um
an

と
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
に

つ
い
て
は
、
い
つ
に
な
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、H

um
an

で
あ
る
べ
き
と
こ

ろ
が
非
常
に
少
な
く
な
り
、
多
く
の
情

滋賀病院
院長

来見 良誠
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報
が
処
理
で
き
る
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
と

い
う
、
人
間
に
よ
く
似
た
機
械
が
活
躍

す
る
可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

Ａ
Ｉ
の
技
術
の
進
歩
と
同
時
に
匿
名

化
を
原
則
と
し
た
情
報
公
開
を
考
え
る

と
、
ほ
と
ん
ど
の
分
野
に
Ａ
Ｉ
が
参
画

し
て
く
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
す
。
自

動
診
断
を
は
じ
め
、
さ
ら
に
は
そ
の
先

の
治
療
に
至
る
ま
で
、
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
う
な
る
と
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
の

情
報
を
基
に
処
置
を
し
た
場
合
の
責
任

は
誰
に
あ
る
の
か
が
次
の
問
題
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
と
医
療
技
術
者
の

関
係
が
あ
い
ま
い
に
な
る
の
で
、
責
任

の
所
在
が
、
こ
れ
か
ら
重
大
な
話
に

な
っ
て
く
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

技
術
の
進
歩
に
よ
る
葛
藤

内
野
▼
皆
様
に
お
伺
い
し
ま
す
。
医
師
を

は
じ
め
と
す
る
医
療
技
術
職
は
、
熟
練

し
た
職
人
だ
と
い
う
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ

て
仕
事
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
が
発
展
す

る
こ
と
に
よ
り
、
卒
業
し
て
１
年
目
の

新
人
で
も
、
長
年
医
療
に
貢
献
し
て
い

る
ベ
テ
ラ
ン
で
も
、
似
た
よ
う
な
結
果

し
か
出
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る

こ
と
に
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
か
ら
順
応

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

来
見
▼
既
に
医
療
技
術
で
は
機
械
に
追
い
越

さ
れ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
医
師
が
関
与
し
て
い
た
こ
と

に
、
医
療
技
術
者
が
関
与
し
て
く
る
も
の

も
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
な
が
ら
、

更
な
る
い
い
医
療
を
求
め
、
新
た
な
も
の

の
開
発
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
う
簡
単
に
Ａ
Ｉ
に
全
て
が
入
れ
替

わ
る
こ
と
は
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

高
嶋
▼
画
像
診
断
と
か
血
液
の
デ
ー
タ
な

ど
の
数
値
化
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
解
析
す

る
の
は
、
Ａ
Ｉ
は
簡
単
に
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
私
の
診
療
科
で
あ
る
神
経
内
科

で
は
、
ハ
ン
マ
ー
を
持
っ
て
患
者
さ
ん
の

神
経
診
察
を
し
ま
す
が
、
神
経
診
断
学

の
領
域
は
か
な
り
フ
ァ
ジ
ー
な
面
が
多

く
、
Ａ
Ｉ
が
診
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

に
は
少
し
時
間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
は
、
定
量
化
し
易
い
も
の
か
ら
医

者
に
代
わ
っ
て
診
断
し
て
い
く
の
が
現
状

だ
と
思
い
ま
す
。
医
者
は
Ａ
Ｉ
を
利
用

す
る
積
極
性
を
持
ち
、
Ａ
Ｉ
の
進
歩
に

対
応
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。

白
尾
▼
若
い
先
生
が
た
は
指
導
医
に
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
こ
う
な
っ
て
い
ま
す
。」
と

言
っ
て
く
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
至
上
主
義
に

な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
外
科
な
ん
で
す

が
、
本
当
に
標
準
的
な
手
術
で
あ
れ
ば
、

あ
る
程
度
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
じ
人
で
も
同

じ
疾
患
で
も
、
同
じ
解
法
は
一
つ
も
な
い

ん
で
す
。
診
断
の
方
法
も
違
う
し
、
手

術
の
術
式
も
違
い
ま
す
。
さ
ら
に
患
者

さ
ん
が
治
療
の
選
択
を
す
る
心
も
持
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
進
化

し
て
も
、
経
験
と
か
人
が
必
要
な
も
の

と
い
う
の
は
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。そ
れ
が
正
し
い
形
だ
と
思
い
ま
す
。

六
角
▼
画
像
診
断
は
、
将
来
的
に
Ａ
Ｉ
が
か

な
り
の
力
を
持
っ
て
や
る
ん
だ
ろ
う
と
予

想
で
き
ま
す
。
た
だ
最
終
的
な
判
断
を

す
る
の
は
医
師
、
そ
の
点
で
経
験
は
重
要

な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、10
年
、

20
年
、
30
年
と
経
験
を
積
ん
で
い
く
の

は
必
要
な
こ
と
で
す
し
、
医
師
に
は
ま
だ

ま
だ
重
要
な
仕
事
が
、
伝
え
な
い
と
い
け

な
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
と
思
い
ま
す
。

内
野
▼
今
後
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
が
Ｉ
Ｔ
戦
略
と
し

て
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
を
活
用
し
て
い
く
中
で
、
本
部
主
導

で
検
討
し
て
欲
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

六
角
▼
細
か
い
と
こ
ろ
に
な
り
ま
す
が
、
画

像
診
断
に
関
し
て
、
私
た
ち
の
病
院
は

大
学
か
ら
医
師
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
Ａ
Ｉ
で
診
断
で
き
る
か
ど

う
か
は
別
で
す
が
、
救
急
夜
間
な
ど
に
、

重
大
な
疾
患
が
疑
わ
れ
る
と
き
、
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
の
病
院
の
中
で
相
談
で
き
る
シ
ス
テ

ム
が
で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

白
尾
▼
や
は
り
全
国
に
あ
る
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病

院
が
ク
ラ
ウ
ド
を
使
っ
て
情
報
の
共
有

や
、
デ
ー
タ
を
利
用
す
る
な
ど
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ

Ｏ
の
病
院
で
あ
る
こ
と
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
を
利

用
す
る
こ
と
が
一
番
い
い
と
思
い
ま
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
病
院
に
選
ば
れ
た
施
設
と
し

て
、
統
一
モ
デ
ル
を
頑
張
っ
て
作
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

高
嶋
▼
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
特
色
と
し
て
は
、
病
院
が

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
健
康
診
断
は
予
防
医
学
に
通
じ
ま
す
。

も
う
一つ
は
地
域
包
括
ケ
ア
を
中
心
と
し
た

地
域
医
療
の
臨
床
で
す
。
健
康
診
断
や
地

域
包
括
ケ
ア
に
関
し
て
、Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
で

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
情
報
の
共
有
や
研
究

を
進
め
ら
れ
れ
ば
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
特
徴
を

前
に
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

来
見
▼
現
在
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
情
報
は
国
で
纏

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、健
診
の
デ
ー
タ
、

そ
れ
か
ら
実
際
の
診
療
に
利
用
さ
れ
た

検
査
デ
ー
タ
は
扱
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
す
べ
て
を
解
析
す
る
よ
う
な
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
扱
え
る
仕
組
み
が
で
き
れ

ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
大
き
な
バ
ー
チ
ャ
ル
ホ

ス
ピ
タ
ル
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て
、
地
域

に
必
要
な
医
療
の
提
案
が
で
き
た
り
、
必

要
な
医
療
資
源
の
投
入
や
診
療
体
制
の
整

備
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

内
野
▼
本
部
と
し
て
も
、
今
後
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
関
し
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
色
々
ご
指
導
い
た
だ

く
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本
日

は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

司会：理事
（総合診療医・病院経営担当）

内野 直樹

病院長に聞く❿連　続　企　画 【Web 会議】
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　当院は、明治 11年に地域住民の寄付によって開院し今年で 140年になります。地域に根付いた開か
れた病院として、地域住民への救急や小児発熱などの啓発活動、地域イベントの医療班など身近なと
ころでもボランティア活動を行っています。その一部を紹介いたします。

● 天使の知恵袋（小児出前講座）
　福島保育園において、保護者、保育士に向けた天使の知恵袋を
開催しました｡ 小児科師

もろ

井
い

医師による「発熱・嘔吐・熱性けいれん、
手洗い」についての講座は、演劇やギャグを交えたスライドとなっ
ており、受講された方の笑いを誘うものでした。質問形式だった
ため、受講者も一緒に考えることができ、とてもわかりやすいも
のでした。

医療福祉連携室　MSW　今井 志帆

＜受講された方の感想＞
● 様々な病気や手洗いの仕方について学びました。特に手洗いは、ただ石鹸で洗うのではなく、
爪の中、手首もしっかり洗うことが大切だとわかりました。指導していただいたことをもう
一度、子供達と実践し感染予防に努めたいと思います。

● わが子の病気となると、どうしたらいいのかとパニックになるので、このような話はとても
役に立ちました。

● 何度聴いてもその時になれば、慌ててしまっているなと思いました。熱、嘔吐、けいれんな
どの対応、一つ一つ丁寧に話していただき勉強になりました。

● 普段、医師・看護師さんの話を聞く機会が中々ないので、今回細かく指導・お話しいただき
とてもよかったです。

　JCHOでは、地域住民の健康の意識を高めることなどを目的として、地域住民を

対象とした公開講座等を開催し、地域社会に貢献する教育活動を実施しています。ま

た、地域医療・地域包括ケアの要として、地域の医療・介護の従事者に対し、必要と

される研究会の開催や医療従事者の人材育成に係る研修事業もおこなっております。

今号では、各病院で取り組んでいる様々な教育活動についてご紹介いたします。

地域に対する教育活動
地域の医療・介護従事者や地域住民に対する取り組みのご紹介

「地域とともに」
人吉医療センター　総務企画課　総務係長

石井 潤

特集
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● 「薬物乱用防止教室」
　人吉市立第二中学校で、全校生徒と学校職員合わせて 453
名を対象に「薬物乱用防止教室」を行いました。講師は副
院長下川恭弘医師で『「薬物依存」～健康を害するもの～』
と題して、覚せい剤など“依存性薬物の体や社会への害悪”、
さらには、がん・心疾患・脳血管疾患など“生活習慣病に
関わる病とタバコやアルコールの関係性”から、その恐ろ
しさについての話がありました。
　生徒達の感想からも「依存性の薬物には絶対に手を出し
てはいけない。」ということをわかってもらえたようです。
このような地域における講演活動が、今後の病気予防・住

み良い社会づくりにとって有意義であると考えています。
医療福祉連携室　MSW　南 秀明

● 性教育講演会「生と性」
　球磨中央高等学校にて 1年生 117 名を対象に副院長大竹
秀幸医師が性教育講演を行いました。男女の性・妊娠・性
感染症・エイズ等の性に関する正しい知識を得る事により、
責任ある意思決定や行動の選択ができる生徒の育成を目的
に開催されました。“生と性”の光と影について、様々な角
度から画像や動画を交えたスライドに生徒達も集中して聴
いていました。代表の生徒さんからは「これからの人生の
選択に今回の講演の内容を活かしていきたい。」と感想をい
ただきました。

医療福祉連携室　MSW　杉松 紗織

● ひとよし温泉春風マラソン
　「第 14回ひとよし温泉春風マラソン」の救護ボランティ
アとして 22名の職員が参加しました。マラソンはスポーツ
の中でも心肺停止になる危険性が高いと言われています。
一番の任務は救命ですが、突発的な内因性の疾患や外傷か
ら、靴ズレにまで対応できるように、事前に研修会を行い
臨みました。
　当日は天気にも恵まれ、幸いにも重症例はなく終了しまし
た。一番多かったのは足のトラブルで、傷パワーパッドやコー
ルドスプレーがよく出ました。救護活動を終え本会場へ戻る
と、レースを終えたランナーに「ありがとう」「お世話にな
りました」とたくさん声をかけて頂き、当院の理念でもある
「全人医療」に叶う活動ができたと確信できました。

５階西病棟　看護師　米田 一恵
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　JCHO滋賀病院では、副看護師長会のワーキンググループ
から、地域に向けた活動として、出張講座を行っています。「地
域に元気の花を咲かせよう！」をモットーに、たくさんの花
を咲かせるためにコツコツと種をまくような活動を広げてい
きたい。そんな思いから「種まきナース」と名付けて、地域
の要望に添ったテーマで地域に出て健康教室を行っています。
　まず、認定看護師の協力を得て出張講座のメニューを作成
しました。そして、院内の地域連携室、広報委員会と連携し

て近隣の自治会に「種まきナース」の案内を配布し、病院のホームページにも「種まきナース」のコー
ナーをアップして、地域連携室が窓口となって健康増進の広報活動を行っております。

● 活動内容
　これまで４つの自治会から講演の依頼がありました。依頼内容として多かったのは、高齢者を対象と
した「認知症」のテーマです。また、「健康寿命を延ばすコツ」や、「がん検診について」のテーマも好
評でした。参加者の年齢は60～ 80歳代が多く、一方的な堅苦しい話にならないよう、簡単な体操やゲー
ムを交えて、和やかな雰囲気で「もの忘れ外来」などの当院の活動をわかりやすく伝えています。終了
後には、アンケート調査で参加者の理解度や満足度を確認しています。意外にも当院をまだ利用したこ
とのない参加者も多く、「今度
は、滋賀病院に行ってみようと
思う！」「楽しかった！またお
願いします！」と笑顔になって
喜んでいただけることが私たち
の励みになっています。

● 種まきナースのこれから
　今後は、看護職だけでなく、
医師や医療技術職にも協力を得
て、幅広いテーマで「JCHO滋
賀病院の顔が見える活動」を地
域に発信していきたいと思いま
す。また、病院のホームページ
だけでなく、市民センターや地
域のサークル、老人会、PTA
などへも積極的に広報活動を行
い、地域の多くの方々に当院の
取り組みを知ってもらい、地域
密着型病院として地域住民の記
憶に訴える広報活動を広げてい
きたいと思っています。

「地域に元気の花を咲かせよう！」
種まきナースの取り組み

滋賀病院　副看護師長

松尾 加代子
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　「ハマの風がふく開港のまち横浜市中区」
で約 70年、当院は地域の方々とともにそ
の歴史を歩んで参りました。この地に暮ら
す方々が健康な生活を営めるように、病院
全体で健康に関する啓発活動や健診事業を
拡充し、地域住民の方々の保健意識の向上
を目指しています。医療や介護に従事され
る方や行政の方、地域住民の皆様と一緒に
勉強会や情報交換を行いましたので、その
一部をご紹介いたします。
　まず院外での活動は、近隣地域の町内会

館で地域住民の皆様へ向けて、出張ミニ健康講座の開催です。７月は院長と栄養管理室長による「熱
中症対策」、10月は整形外科部長による「転倒・骨折の予防」、11月は副院長による「インフルエンザ
の予防と対策」、１月は理学療法士による「転倒予防・ロコモティブシンドロームと対策について」を
テーマに行いました。
　また、10月には横浜市中区のイベント「ハローよこはま」に参加しました。中区医師会、歯科医師会、
薬剤師会のブースをお借りして「転ばぬ先のロコモ体操」を実施したところ、来場者の方々に楽しそ
うに体操を行っていただけて、大盛況でした。
　他にも、医療福祉関係者の皆様をお招きして 10月に地域医療交流会を開催しました。第１部「横中
セミナー」では、放射線科、検査科、栄養科、看護部から院内での取り組みを６演題発表し、第２部
のシンポジウムでは「医療と介護の連携」をテーマに、横浜市健康福祉局、中区医師会、中区社会福
祉協議会、当院医療ソーシャルワーカーの発表後、会場の皆様と活発な意見交換を行いました。他にも、
医療福祉の方々とは「地域を含めた事例検討会」や中区の「見える事例検討会」を開催し勉強会を続
けています。
　次に院内での活動ですが、５月に看護フェスタ、９月に健康フェスタを開催し、健康チェックやミニ
講演会、薬や栄養、介護に関する相談などを行いました。また、昨年度から認知症サポーター養成講
座を院内で行っており、今年度は地域ケアプラザのキャラバンメイト（認知症サポーター養成講座を行
うボランティア講師）の方々の協力を得て開催しました。地域の方々にも多数ご参加いただき、地域全
体で認知症を支える取り組みをしております。
　神奈川県は 2014 年から、健康で長く地域で暮
らせるようにと「未病を治す」という健康増進
活動に取り組んでいます。地域包括ケアシステ
ムを構築するためには、地域の皆様との生活の
場でのつながりが必要です。今後も医療と介護
だけでなく、行政や他の業種、地域住民がいつ
でも声がかけ合える「顔の見える」「心のかよう」
関係を作り、地域全体の医療の責任を担う病院
として、健康増進活動のリーダーシップを発揮
して参ります。

横浜中央病院　副看護部長

島村 純子

『ハマの風がふく港町』にある
横浜中央病院の取り組み

地域に対する教育活動特集

13



　東京都江東区では、平成 28年４月１日より、介護予防・日常生活支援総合事業（以下、総合事業）
がスタートしました。
　ある時、区内の他の事業で一緒に働かせて頂いている関係者から、「区の担当者が、総合事業にはリ
ハビリテーション（以下、リハ）専門職の関与が必要と考え、連絡を取りたがっている。」と聞きました。
　後日、現状について伺おうと区役所を訪ねると、新規事業として『オリジナル体操開発』『簡易チェッ
クリスト（区独自の介護予防事業対象者を把握するツール）開発』の検討会議が既に開催されており、
リハ専門職の会議出席の要望が強く挙がっているとのことでした。
　これを区内の幾つかの病院・施設のリハ専門職に連絡し、賛同を得られた方々と分担してそれぞれ
の検討会議に出席し、開発を進めていきました。私自身は、オリジナル体操の開発に携わり、リハ専
門職・運動指導員・保健師・区職員と意見交換し、『科学的根拠（筋力増強効果、バランス改善等）に
基づいた運動の中にも、江東区らしさ（下町風情、河川が多いなど）を盛り込む』という難題に取り
組みました。
　この会議において重要だったことは、地域包括支援センターの保健師、介護予防事業を展開してい
る事業所の運動指導員、区職員等、様々な立場の方々と意見交換し作り上げていったその過程であり、
リハ専門職の持つ“自立支援に必要な要因分析と対応策を立案・実行できる能力”について理解を得
られたことでした。また、地域のリハ専門職として、区や地域包括ケアシステムに求められるネットワー
クづくりを始めるきっかけとなったことも、大きな
成果だったと思います。
　約10ヶ月間の開発期間を経て、オリジナル体操（正
式名称：KOTO活き粋体操）は、平成 29年３月に
完成しました（You Tubeでも配信）。完成後は、区
民への普及啓発活動の一環として、江東区介護予防
講演会の講師を務めたり、近隣のリハ専門職の理解
協力を得るべく、地域の勉強会の講師を務めたりす
るなど、地域住民や関連職種を対象とした企画にも
参加してまいりました。また、新聞などのメディア
にも取り上げられ、「ラジオ体操より動きが楽しい。」
「馴染みの橋の名前が入っていてうれしい。」など地
域住民の声が寄せられていることを聞かされ、総合
事業への関与を全うできたのではないかと実感して
います。
　「2025年問題」は目前に迫っています。今後も「安
心して暮らせる地域づくりに貢献します」という
JCHO理念に則り、地域高齢者の介護予防のために、
尽力していきたいと考えています。

東京城東病院　理学療法士長

青木 寛幸

江東区介護予防・日常生活支援総合事業に参加して
～江東区オリジナル体操「KOTO 活き粋体操」開発～

地域に対する教育活動 特集
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●「山病だより」の歴史
　「山病だよ
り」の歴史
はとても古
く、 約 30
年前に第１
号が創刊さ
れ て か ら、

平成 30年１月までに 140 号を発行してきま
した。平成25年まで奇数月に年６回発行され
ていた「山病だより」でしたが、平成26年よ
り年４回（１、４、７、10月）へと季節にあ
わせた発行ペースとし、現在に至ります。作成
にあたっては広報委員会が担当し、平成29年
度は 14名の委員で活動しています。

●「山病だより」の内容
　「 山 病 だ
より」は２
つの大きな
テ ー マ を
担った内容
となってい
ます。１つ

目は「職員のコミュニケーション促進」で、２
つ目は「地域に根ざした病院としての情報発
信」をモットーに作成されています。職員がお
互いのことをもっと理解し合い、風通しのよい
組織にしたいという理念から生まれた、職員の
趣味を紹介する「趣味の部屋」のコーナーや、
「新入職員紹介」のコーナーが好評です。以前
の好評企画として職員が原稿を順番に書いて
いく「ペンリレー」などもありました。地域
の方に向けては病院の活動紹介、「薬局だより」
や「認定看護師コラム」などで健康増進や体調
管理についての有益な情報提供を中心に、栄養
課のお料理レシピなどの親しみやすいトピッ
クスも含めて構成されています。

● 表紙の写真について
　「山病だより」は平成 28年７月発行分より
全編オールカラーになりました。それにより記
事の臨場感が増し、更に皆さんが手にとり易く

なったように感じます。特に表紙の写真は耳鼻
咽喉科部長　吉野泰弘医師が撮影した美しい
山岳景色や草花の写真が使われており、中でも
富士山の写真は絶景で、吉野医師の写真には
山梨県内外に多くのファンがいます。写真の詳
しい解説がほしいとの要望を頂き、平成29年
10月号より解説を加え、写真の世界観を鮮明
に伝えられるようにしたことはご好評いただ
きました。

● 今後の課題
　ここまで
長きに亘り
発行されて
きた「山病
だより」で
すが、近年
ではトピッ

クスが固定化してしまい、新しいコーナーが長
続きしない傾向にあります。打開策を模索しよ
うと昨年は職員にアンケートを実施したとこ
ろです。どんな趣味や特技を持っていて、どん
なことに関心があるのか等、その情報収集こそ
がこれから先も山病だよりを続けていく秘訣
だと思います。そのためには職員や地域の方と
のコミュニケーションを密にして、いろいろ
な要望や意見に柔軟に対応していける環境を
作っていくことが大事だと思います。
　これからも読んで楽しい！見て楽しい！「山
病だより」を目指して、広報委員一同努力して
いきたいと思います。

「山病だより」は山梨病院ホームページ

https://yamanashi.jcho.go.jp/
からご覧いただけます。

山梨病院　広報委員（総務企画課）　上原 香織

「山病だより」
No140号までの軌跡

広 報 ア ラ カ ル ト
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北海道

東日本

東海北陸
四　国

近　畿

九　州

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258

地域医療機能推進機構
全国病院MAP
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地区事務所
本部北海道四国地区管理部
東 日 本 地 区 事 務 所
東 海 北 陸 地 区 事 務 所
近 畿 地 区 事 務 所
九 州 地 区 事 務 所

〒108-8583
〒108-0074
〒457-0866
〒553-0003
〒806-0034

東京都港区高輪3-22-12
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
福岡県北九州市八幡西区岸の浦1-8-1 九州病院内

URL
https://www.jcho.go.jp/


